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メッセージ 

高校 19 期 (1967 年卒) 川上 貴司 

 

皆さんより少しだけ長くハンドボールに

携わってきた事でお許しを頂き、私のハン

ドボール歴を披露させて頂こうと思います。 

私は幼少時代を市内港区で過ごしました。

当時は今と違って空き地も多く遊ぶ場所に

は事欠きませんでした。野球が盛んで、た

またま近所に元南海ﾎｰｸｽから読売ジャイア

ンツでサードを守っていた富田勝さん（興

国高～法政大）や野球好きの少年達が大勢

いた事もあり、本当によく野球をしました。

「将来はジャイアンツの長嶋選手のように

なりたい」と真剣に思っていたのですが、

親の意向で 6 年生から 1 時間以上かけ天王

寺区の小学校、中学校に通学する事になり

（越境入学）、残念ながらその夢は遠ざかっ

てしまいました。根っから運動好きだった

私は高校では小柄な体をあまり気にしない

で済む柔道をと思っていたのですが、入学

後まもなく部室前で久岡さん（18 期）に呼

び止められ、放課後の練習見学を勧められ

ました。初めて見たハンドボールはスピー

ド感があり、走・投・跳がミックスされた

なかなか面白そうなスポーツで、未経験で

したがすぐ入部する事にしました。以後約

半世紀のお付き合いになります。 

当時の練習方法は11人制から7人制に移

行してまだ日も浅かったせいか、11 人制の

練習方法が色濃かったように思います。林

さん（13 期）には競技が過渡期であったに

も拘わらず基本をしっかり指導頂きました。

同期は経験者で強肩の森田、テクニシャン

の玉井、そして私の 3 人だけでしたが、林

さんの熱心で丁寧な指導のお陰もあり、素

人の私でも短期間で 2 人に近づけたように

思います。何事も貪欲に吸収できる時期に、

林さんのような基本を大事にする指導者に

巡り会えた事は本当に幸せだったと思いま

す。上級生では南原さんのパワフルなステ

ップシュートや佐藤（健二）さんの右足ジ

ャンプシュート、東中さんの個性的なプレ

ーなどが印象に残っています。  

1 年生の夏の合宿では先輩方が大勢グラ

ンドに来られ指導を受けました。一週間炎

天下での猛練習でした。早朝・午前・午後

の 3 部練習で全員ほぼ体力の限界だったと

思います。練習中の水分補給は制限され、

そのためどうしても練習後一気に水分を摂

る事になり、私は悪循環の結果食欲が減り

スイカなどの果物以外食事は少量しか喉を

通らなくなっていました。当然体力も低下

し少し風邪気味で微熱があったにも関わら

ずそれを言い出せずにそのまま練習を続け

ていた所、合宿最後の練習中意識が朦朧と

なってグランドに倒れ込んでしまいました。

手足がしびれ感覚がマヒしていましたので

今で言う「熱中症」だったかも知れません。

私はすぐ学校の保健室に運びこまれ、先輩

方の迅速で適切な処置で事なきを得たので

す。顧問の今中先生、山岡先生（故人）は

さぞ肝を冷やされたに違いありません。チ

ームメイトや関係者の皆さんには随分心配

やご迷惑をかけましたが、合宿を終え疲れ

た体で私を自宅まで送って頂いた先輩の安

堵の表情が今も忘れられません。両親は突
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然の事で驚いたと思いますが、父親は息子

の不始末のお詫びとお世話になったお礼こ

そ言え、関係者に苦言や苦情を一切言いま

せんでした。今ならきっと大騒ぎになって

いたかも知れません。そんな事もありまし

たが私のハンドボールへの思いは逆にます

ます強くなり、両親の心配をよそに休養後

しばらくしてチームに復帰しました。

現役時代ハンドボールへのモチベーショ

ンを高めるきっかけになった出来事が二つ

ありました。一つは 1964 年に開催された東

京オリンピックです。テレビの画面で見る

世界のトップアスリートが躍動する姿や日

本選手の活躍を毎日食入るように見ていま

した。ハンドボールが初めて 1972 年のドイ

ツ、ミュンヘン大会で正式種目になる可能

性がありましたので、8 年後に私も彼等と

同じ世界の舞台に立ってみたいと思ったの

です。もう一つは浅野さん（12 期）［＊京

大 OB、1963 年スウェーデンでの第 1 回世

界学生選手権大会（ユニバーシアード）全

日本学生代表選手、監督渡辺一巳（関学）

コーチ勝繁夫（立教）優勝スウェーデン、

日本 7 ヶ国中 7 位］との出会いです。浅野

さんが社会人となってまだ間もない頃でし

ょうか、当時関西学生リーグで各大学のト

ッププレーヤーだったＯＢを集めてクラブ

チーム「関西球友会」を作られた事があり、

私達と一緒に練習する機会が何度かありま

した。当時大阪のクラブチームでは日体大

ＯＢ選手を集めた大阪イーグルスが飛びぬ

けて強かったため、浅野さんの性格から「打

倒イーグルス」の思いで力を入れられたの

だろうと思います。当時のトッププレーヤ

ーの方々と一緒に練習した経験は私にとっ

て強烈なインパクトで、その時以来私の憧

れ(目標)の選手になりました。 



 

－47－ 

 

 

 

浅野さんとのエピソードを少し紹介した

いと思います。当時朝日新聞社の後援で全

日本学生選抜ハンドボール東西対抗戦（第

1 回大会 1948 年西宮）が毎年開催されてい

ました。私は第 20 回（1970 年）、第 21 回

（1971 年）と続けて出場しましたが、4 年

生の時（1971 年愛知県体育館）学生の身で

名古屋への遠征費用も大変だろうと言う事

で、当時浅野さんの勤務先であった東銀名

古屋支店の空き社宅を急遽遠征宿泊先に提

供して頂きました。まだ新婚間もないお二

人でしたが歓待して頂き、たいへん嬉しか
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った事を思い出します。後日談もあるので

すが、それは別の機会にとっておきたいと

思います。浅野さんは東銀～東京三菱の役

員を経てイオンクレジットサービスの会長

になられ、年齢的にもまだまだご活躍をさ

れるものと思っておりましたが若くして急

逝されました。ＯＢ・ＯＧ会を指導頂き、

今回の部誌にも寄稿して頂きたかったので

すが本当に残念です。 

高校時代に話を戻しますが、2 年生にな

ってからは林さんに代わって佐藤さん（17

期）によく指導して頂きました。佐藤さん

は当時関西学生 2 部リーグ（阪大）で活躍

されておられましたので、練習は 7 人制の

新しい技術や合理的な練習方法を中心にし

たもので、中身はたいへん厳しいものでし

た。同期は勿論ですが、下級生の井崎、稲

葉、大地、高津、早島は元々運動能力の優

れた選手でしたがよく練習について来てく

れ、夏合宿を経て秋を迎える頃には 1 年生

ながら基本のしっかり出来た選手に成長し

ていました。これは自慢話ですが、当時体

育の授業でスポーツテスト（50m走、懸垂、

走り幅跳び、ハンドボール投げ、1500m 持

久走の 5 種目、各 20 点で 100 点満点）が

ありました。ハンドボール部はＡクラス（80

点以上）をとる部員が多く、他のクラブを

リードする存在でした。私自身も満点に近

い成績だったと記憶しています。又、体育

祭最後を飾るクラブ対抗リレーでは陸上競

技部を負かす程でした。実際ハンドボール

の実力でも、当時大学 2 部チームとの練習

試合を経験させてもらいましたが、キーパ

ー早島と稲葉、井崎両サイドによる速攻、

高津のサウスポーからのミドルシュート、

森田、大地のディフェンスなどがうまくか

み合い、ほぼ互角に戦えるまでになってい

ました。短期間でこれだけまとまったチー

ムに成長できたのは部員の努力もあります

が、佐藤さんの厳しい中にも情熱溢れる指

導に依るところが大きかったと思います。

佐藤さんは今もシニアリーグで生涯スポー

ツとしてハンドボールを続けておられます。

私も大いに刺激を受け、体が動ける間はぜ

ひご一緒したいと思っています。 

 私達の学年は残念ながら近畿大会出場を

果たせませんでしたが、忘れられない試合

として 2 年生の大阪府新人大会があります。

前評判では優勝候補筆頭に佐野工業高校、

次に豊中高校の名前が挙がっていました。

高津は全くノーマークだったのですが、私

達は勝ち進み両校を負かして準決勝まで駒

を進めました。相手は都島工業高校でした

が、試合前北岡先生（都島工業顧問）が近

づいて来られ、敵である私に勝利のエール

を贈られました。今から思えばこれは先生

の作戦だったのですが、未熟な私は全くそ

れとは気付かず、無欲で戦ってきた私達は

すっかり油断をしてしまったのです。試合

が始まると私はマンツーマンで執拗にマー

クされ続け、結局僅差で負けてしまいまし

た。キャプテンとしての不甲斐なさを味わ

いましたし、戦いはコートの上だけではな

い事も思い知らされました。チームメイト

には勿論、優勝を信じてわざわざ会場まで

応援に駆けつけてくれた校友にも申し訳な

く、本当に悔しい思いをした試合でした。 

 ハンドボール部の先輩の中には尊敬する

先輩がたくさんおられます。その中でも榎

本さん津田さん（7 期）には本当に永い間

お世話になりました。お二人は高校と大学

（関学）共ハンドボール部の先輩ですが、
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大学時代に日本一（11 人制）を経験されま

した。（当時関学は関西で常勝の強豪チーム

で 7 度日本一になっています）お二人の話

によりますと、現役時代大学の練習を高校

に持ち込まれ相当厳しく後輩達を指導され

たようです。練習内容は今でも語り草にな

っていますが、それが高津ハンドボール部

の第 1 期黄金時代に繋がって行ったのだろ

うと思います。卒業後榎本さんは丸善石油

～コスモ石油の専務になられ、退職後は関

学ハンドボール部ＯＢ会会長も務められま

した。コスモ石油時代のご経歴から財界と

の人脈も幅広くお持ちで、現在も多方面で

活躍されておられます。津田さんは大学卒

業後ドイツの会社に就職、地元のクラブチ

ームでドイツ人と一緒にハンドボールをさ

れました。当時のハンドボール界では本当

に珍しい事だったと思います。国際感覚を

身につけられた後、大阪ミナミでアパレル

関係の会社を経営され成功を収められまし

た。お二人には今も公私にわたりご指導頂

いています。 
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中江義雄さん（10 期）にもたいへんお世

話になりました。朝日新聞社に勤務の傍ら

同志社大学の監督もされておられましたの

で、ライバル校として関学との対戦も数多

くありましたが、3 年の時、第 4 回日韓学

生国際親善ハンドボール大会が大阪市中央

体育館であり、監督中江さん、コーチ飯端

寿昭さん（関学）で必勝を期し試合に臨ん

だ事があります。観客もたくさん詰めかけ、

会場は 1 点を争う好ゲームに大いに盛上り

ました。結果はエース中井選手(同志社～大

同製鋼)の欠場が響き 19-18 で負け、残念な

がら監督・コーチに勝利をプレゼントでき

ませんでした。しかし、私にとっては高校・

大学の先輩と一緒に戦えた事、又、私の初

めての国際試合出場と言う事で両親を招待

し、ハンドボールを知らなかった 2 人に初

めて観戦をしてもらった事、そしてアクシ

デント（後述）以来競技を続ける事に反対

していた両親が、私が 5 点ゲットしてチー

ムに貢献する姿を間近に見て安心したのか

たいへん喜んでくれた事などが幸いし、私

の心のわだかまりもすっかり消えてプレー

に自信がつくと共に、成長への転機となっ

た特別な試合になっています。中江さんは

ハンドボールに対して人一倍熱い情熱を持

第４回日韓学生国際親善ハンドボール大会 

1970.7.5 大阪中央体育館 

関西学生選抜 １８－１９ 成均館大学 

 

 

後列 1.・ 2.光島磯雄    3.飯端寿昭   4. 東 嘉伸 ・・・・村田 弘 (右から 6 番目) ・ 
(日体大)･レフェリー (関学)･コーチ (日体大)･レフェリー   (三国丘～日体大） 

                                                 元 高津高校ハンドボール部 顧問 

前列 中江義雄(左端)･監督・・・・・・・・・・・・・・川上貴司(右から 6 番目)・・・・ 



 

－51－ 

 

っておられ、今も関西学生ハンドボ－ル連

盟の会長に就かれ斯界の為に貢献されてお

られます。高校・大学・社会人、そして現

在に至るまで一貫してハンドボールに取組

まれておられる姿勢には本当に頭が下がる

思いです。 

額田晃作さん（5 期）は現役の歯科医と

して診療の傍ら、芸術家としても年齢を感

じさせない旺盛な創作活動を続けておられ

ます。私は直接指導して頂いた事はありま

せんが、母校への愛校心やハンドボール部

にかける情熱にはいつも圧倒されています。

額田さんとはハンドボール部以外でも同窓

会の副会長として同窓会誌「群芳」の編集

でご一緒させて頂きました。私のオフィス

には額田さんのモチーフである「薔

薇」の絵が掛かっています。何かで

悩んでいる時、「しっかりせんかい」

と叱咤激励の声が聞こえて来るよう

です。年を重ねてもハートにはいつ

も額田さんのように青年の気概を持

ち続けていたいと思います。 

 私は大学 2 年生の春大きなケガを

しました。当時学園紛争の嵐が日本

中の大学で吹き荒れていたのですが、

関学キャンパスでも状況は同じでし

た。心ない全共闘学生の投石が私の

顔面に命中し負傷したのです。救急

車で病院へ運ばれ手術を受けました

が残念ながら片方の視力を失い、以

後ハンディを背負って生きて行く事

になりました。ボール競技では殆ん

ど選手生命が絶たれた事になります。

医者からは健常な眼へのリスクもあ

り、遠近感の喪失を考えると競技を

続ける事は難しいだろうと言われま

した。暗闇の生活がしばらく続き、考える

事は悪い事ばかりでした。親には高校 1 年

夏合宿、そしてこの時のケガと 2 度心配を

掛けてしまいました。入院中は大学のチー

ムメイトを始めたくさんの方が見舞いに来

てくれました。一時は悲観的になりハンド

ボールを諦めかけていましたが、当時関学

ハンドボール部の監督（渡辺一巳さん、豊

中高～関学）から「たとえ片方の目が見え

なくても人間には心眼というものがある、

お前なら絶対できる、やってみろ」と励ま

されました。その言葉に私は心が震え、も

う一度大好きなハンドボールをやってみよ

うと決めたのです。渡辺さんは、榎本さん、

津田さんの学年を始め関学を何度も学生 
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写真左から  
※オリンピック代表選手 

1. 松原光三※ 
（日体大～大同製鋼） 

3. 川上貴司 （関学） 

4. 佐藤要二※ 
      （中央大～本田技研） 

5. 大江隆雄※ 
（芝浦工大～三菱レイヨン） 

6. 佐々木健一※ 
（中央大～三景） 

7. 馬渕豊明 （立教大） 

8. 明石雄次 （芝浦工大） 

9. 中村 博 （大体大） 
全日本学生選抜チーム（胸に日の丸をつけて） 

1971.7 海外遠征（韓国）時 

王座に導き、浅野さんが出場した第 1 回ユ

ニバーシアード大会の監督、そして打倒大

崎電機を旗印に木野実さん（立教～湧永）

市原則之さん（湧永～ＪＯＣ専務理事）早

川清孝さん（日体大～湧永、故人）など、

当時日本を代表するトッププレーヤー達を

集めて湧永製薬ハンドボール部創設に関わ

り初代監督を務められた伝説の方です。そ

んな関係もあって湧永創部当初は関学と本

当によく練習をしました。当然の事として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私達はみるみる実力がつき、2 年生の関西

学生秋季リーグで同志社を抑え優勝する事

が出来ました。今振り返ってみますと、高

校・大学を通じ幸運にも素晴らしい方々と

のご縁（出会い）に恵まれ、本当に充実し

た競技生活を送る事が出来たと感謝してい

ます。 

3 年生の春の再手術後、私は大学での練

習以外多くの時間を自主練習に費やしまし

た。感覚を取り戻すまでには、つらい事も 
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ありましたが努力は嘘をつかないものです、

3 年生の秋で関西学生選抜選手に、4 年生で

はミュンヘンオリンピックに向けて 8 年振

りに編成された全日本学生選抜軍の一員と

して海外遠征も経験させて頂きました。両

親や医者から反対された復帰への挑戦でし

たが、高津ハンドボール部で培われた精神

力や、その他多くの方々から頂いた温かい

励ましが心の支えとなり、夢の実現に向か

って頑張る事が出来ました。あの時、渡辺

さんにかけて頂いた言葉は本当に現実のも

のとなりました。心に響く言葉は人生を変

え、その人の未知の力を引出してくれます。

残念ながら現役時代にミュンヘンには行け

ませんでしたが、浅野さんと同じステージ

に立て、何とか所期の目標（高校時代の夢）

に近づけたのではないかと自負しています。 

私は卒業後大阪を離れ 5 年程のサラリー

マン生活を経て家業に戻りましたが、関学

ハンドボール部ＯＢ会からの要請で家業の
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傍ら監督を（1980 年～1992 年）務めまし

た。大阪を離れている間、学園紛争のダメ

ージが響き一気に 3 部リーグまで転落、一

時は廃部の危機も経験しましたが、榎本さ

ん、津田さん、服部さん（10 期、元関学ハ

ンドボール部ＯＢ会会長、故人）、土田さん

（13 期）他、多くの先輩方の物心に亘るサ

ポートで 1 部復帰を果たし、近藤信一郎さ

ん（中 21 期、元安田火災常務、関学初代キ

ャプテン）が中心となり 1946 年に創部され

た関学ハンドボール部の伝統を繋いでいま

す。又、監督経験を通じ、来年 70 回を迎え

るハンドボール界で最も古い定期戦（早稲

田・関学ハンドボール定期戦）や、関学に

対して寄せられる各方面からの話に触れる

につけ、現役時代には分からなかった伝統

の重みを実感すると共に、伝統を繋ぐ地道

な努力の大切さや社会人として必要な多く

の事を学びました。 

高津高校においては、太田寛人君（30 期）

がハンドボール部顧問として母校に赴任後

熱心に現役を指導してくれていましたので、

額田さんを始め多くの先輩から「彼を応援

しようではないか」という機運が高まり、

2004 年 5 月、「ＯＢ・ＯＧ会」が結成され、

以後物心両面で現役支援活動を続けていま

す。今年「ＯＢ・ＯＧ会」発足 10 周年を迎

え、この度「新部誌」を発行する運びにな

りましたが、これを機に「ＯＢ・ＯＧ会」

の皆さんには3世代70年続くこの伝統ある

クラブを次の世代に繋いで頂き、現役諸君

には文武両道の精神を忘れず、部顧問の指

導の下高い目標（夢）に向かって日々努力

し、高津ハンドボール部黄金時代の復活を

是非実現してもらいたいと心から願ってい

ます。 

最後に、私の入院中遠方まで見舞いに来

てくれた佐藤（稔）、塩谷（旧姓 定）23 期、

男女両キャプテンを始め、今まで心配を頂

きながらご無礼していたコーチ時代の部員

の皆さんに、この紙面をお借りして改めて

お礼を申し上げると共に、多くの高津の卒

業生が大学リーグ戦で活躍する姿や、いつ

の日か母校からオリンピック選手が出る事

を夢見て皆さんへのメッセージにさせて頂

きます。 

私の原点「高津高校ハンドボール部」に

栄光あれ！ 

 

 


